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込みました。その時上がった水

飛沫が、私や他の理事の方々の

ところにまで飛んでくる。まだ

まだダウンジャケットが必要な

寒い中、水飛沫が顔にあたった

ときの冷たさに、私はぞっとし

ました。

（訓練とは言え、こりゃ凄まじ

い……）

　すでに波の高さは１㍍近くに

なっています。何度も顔を波に

洗われながら、隊員が要救助者

に手早く装備品をつけていく。

続いて、天井の装置から垂れた

ロープを使い、もう一人の隊員

がリペリング降下してきます。

スムーズにロープを送りなが

ら、いとも簡単そうに要救助者

の元に到着。今度は天井からウ

ーンと不気味なうなり声が。な

んとこのＡ水槽は波だけでな

く、ヘリのダウンウォッシュま

でも再現できるらしいのです。

それまでは上下だけだった波

に、今度はダウンウォッシュが

作る細かいさざ波が波状に広が

　2019年３月６日、横浜海上防

災基地にて海上保安友の会の理

事会が行われ、無事、私は新理

事の承認を受けました。昼食懇

談会ではおいしそうなお弁当が

配られたのですが、私の目の前

にはあの方がいます。（詳しく

は10月15日号をご覧ください）

お弁当の味、全くわかりません

でした。

　休憩中は当時の岩並秀一長官

ともご挨
あい

拶
さつ

させていただきまし

た。身に余る光栄な時間だった

のですが、私の視界にちらちら

と入るあの方……。その後、宮

野直昭常務が間に入ってくださ

って直接ご挨拶をさせていただ

きました。小説の中とはいえ全

く申し訳ないと平身低頭です。

　真面目な話ですが、「小説の

中で特殊救難隊のヘリを落とし

ちゃった～」とヘラヘラと言え

るのも、特殊救難隊で墜落事故

が実際に起こっていないからと

も言えます。これもひとえに隊

員の皆さんの日々の努力と訓練

の成果。というわけで、無事故

祈願を込めて、これからも小説

では好き勝手にさせていただこ

うと思っています（すみませ

ん）。

　さて、理事会終了後は展示訓

練の視察です。まずは、人工波

を起こせるＡ水槽にて荒天時吊

り上げ救助訓練です。

　いまはまだ穏やかな水面のプ

ールに、要救助者役の特殊救難

隊員が、しれっと浮かんでいま

す。見たところ水深２㍍ほどは

ありそうです。あんなところに

着衣のまま浮かんでいること自

体、泳げない私にとっては奇跡

的なのですが、本番はここか

ら。どこからか、ブウンブウン

と不気味な音が聞こえてきま

す。やがて押し寄せる波がやっ

てきて、水面は大荒れに。

「助けてくれー！」

　テレビや映像で何度かこうい

った訓練を見たことがあります

が、間近で見ると「今回ばかり

はやばいんじゃないの」と思っ
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　実家が室蘭保安部の近くにあ

り、母の知り合いが保安部にい

たのが縁で、小さい頃から港に

ある巡視船を見て、海上保安庁

を身近に感じて育ちました。灯

台の一般公開にも欠かさず参加

し、小樽保安部管内のほとんど

の灯台と北海道内各地の灯台を

見て回りました。ところが、こ

このところ私自身が忙しくな

り、新型コロナ禍の影響も重な

り、すっかり大好きな灯台から

遠ざかっていました。

　そんな折、小樽保安部長にお

会いする機会があり「幌
ぽろ

灯台」

が公開されると伺いました。当

日は事前に保安部の方から道順

を聞いていたので、難なくたど

り着きました。

　この灯台は昭和61年に雄
お

冬
ふゆ

灯

台の代わりに建てられたこと、

地上から頂部までの高さが道内

では４番目の25㍍であることな

どを教えてもらいました。内部

の階段は幅広く、らせん状にな

っていて、100段ほどの階段を

上ると灯室に上る直前だけが少

し狭く急な階段になっていまし

た。その階段を上がると新しい

回転式灯器が設置されていま

す。灯器のある部屋から踊り場

への出入口をくぐるとそこは海

面から約60㍍の高さがあるそう

で、積丹半島から雄冬岬にかけ

ての石狩湾沿岸、その外側に広

がる日本海を一望することがで

きました。

　雄冬岬といえば冬期に近くを

走る国道が海から打ち上がる波

で頻繁に通行止めになり、陸の

孤島と言われる場所です。海上

交通にしても雄冬岬付近の海域

は難所であることは素人の私で

も容易に想像がつきます。夜間

沿岸の明かりもほとんどなく、

幌灯台の灯火で船の位置や針路

がわかり安全に航海できること

でしょう。

　幌灯台は小樽保安部から車で

もなかなかの距離。冬季の厳し

い環境下でもメンテナンスにあ

たられている交通課の方のご苦

労を忍び、安全な船の航海を祈

りつつ灯台を後に帰路につきま

した。

クに記念写真の撮影を行った。

　コロナ禍で行事の実施が困難

な昨今だが、新しい生活様式を

踏まえ、会員の方々に喜んでい

ただけるような行事をこれから

も考えていきたい。 

 （新潟）

明した。

　訓練が始まり、ゴムボートが

大きな波を上げながら高速で旋

回すると、見学者から「おぉー

!!」、「カッコイイ♡」と大きな

歓声が上がり、自前のカメラで

何十枚も撮影していた。

　訓練終了後は「さど」をバッ

　新潟港で９月15 ～ 18日、舞

鶴保安部の巡視船「わかさ」と

新潟保安部の巡視船「さど」に

よる警備実施等強化巡視船合同

訓練が実施された。

　友の会会員へ案内を送ったと

ころ、会長をはじめ今年度新規

会員となった新潟県議会議員３

人を含む19人の会員から参加申

し込みがあり、同訓練の「高速

機動連携訓練」「総合訓練」を

見学してもらうことができた。

感染症対策もバッチリ行った

（マスク着用のうえ、「さど」

に乗船する前に指先消毒を実施

し、乗組員とも接触しないよう

工夫した）。本部警備救難部長

が会員の皆さんへ訓練内容を説

てしまうくらい、波の高さ、水

の音、飛んでくる水飛沫が凄ま

じい。

　なにやら頭上から掛け声が聞

こえると思ったら、いつの間に

か、見上げる高さにある飛び込

み台のような場所に別の隊員が

立っています。そして躊
ちゅう

躇
ちょ

なく

ドボン！と要救助者の元へ飛び

っていきます。

　浮かんでいるだけでも普通の

人では難しい状況で、特殊救難

隊の方々はひとつの動作を終え

るたびに、かけ声をあげ、ぴし

っと腕を伸ばして親指を立て合

図を送る。一般人がやろうとし

たら「ゴボッ装備、よ、よし、

ゴボォゴボ……」となってしま

うはず。合図のために振り上げ

た腕はへなへなで、途端に沈ん

でしまうでしょう。

　プロはすごい。

　展示訓練を終えた３人は最

後、潜水士特有の拳を左胸に当

てるポーズで、

「敬礼！」

　その姿の美しさといったら。

あれだけのことをしておいて、

息ひとつ上がっていない。

　圧巻です。「すごいすごい」

とはしゃぐ私に、元特殊救難隊

の隊長でもあった宮野常務が、

「吉川さん、いつか要救助者役

やったら？」とおっしゃる。

即、断りました。

「私がやったらリアルな救助活

動になっちゃいますから」

 （つづく）

「要救助者役やったら？」に即、断りました

圧巻の展示訓練「私ならリアルな救助活動になっちゃいます」

要救助者を吊り上げ救助

した瞬間＝横浜海上防

災基地で昨年３月６日

海
蝶ノート

吉川英梨
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友の会・投稿

海上保安友の会（事務局だより10月号）

◎前回の事務局だ

よりでお話しした

11月１日は灯台記

念日。今回のイベ

ント情報で灯台関連イベント

が全国で開催される予定です。

◎灯台も２つの顔を持ってい

ます。昼間の顔と夜の顔。昼

間の真っ白い灯台、夜の灯火

を海に向け点灯している灯

台。皆さんはどちらがお好き

ですか？

◎灯台も電球からLEDへと進

化してきています、進化した

灯台に出合えるかもしれませ

ん。

幌灯台から日本海を一望

迫力の「高速機動連携訓練」など見学

幌灯台から雄冬岬方向を望む

訓練を見学する友の会会員


